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野生鳥獣被害対策の指導者養成を目的とした 

「集落環境診断指導者養成研修 第２回」を開催します 
   

野生鳥獣による農作物被害を減らすためには、鳥獣被害に対する的確な指
導・助言等を行う人材の確保・育成が重要となっています。 

そこで、県では市町村職員や地域住民等を対象に、鳥獣被害対策に関する専
門的な知識や技術の習得を目的とした「鳥獣被害対策研修」を開催します。 

今回、集落環境診断指導者養成研修第２回「集落環境診断手法の実践」を実
施しますので、取材いただきたく、ご案内申し上げます。 
 

記 
 

〇日時  令和４年 10 月 25 日（火） 9：00～16：00 

 

  ○場所  笠間市山根公民館（笠間市泉 27‐１）及び泉地区 
 

〇主催  茨城県（株式会社うぃるこへの委託事業） 
※株式会社うぃるこ：野生鳥獣被害コンサルティングや野生鳥獣被害対策支援を事業とする。 

 

〇内容  集落環境診断の進め方、現地調査、対策検討ワークショップ など 

     （集落環境診断：住民・行政・専門家が現地点検や話し合いを通して、対策を検討・実践） 

 

〇参加者 鳥獣被害対策に取り組む農業者、地域住民、市町村職員、県職員等 

約２０名 
 

「Thank You! いばらき農業」   【お問い合わせ】         

茨城県農林水産部農地局 

農村計画課 農村活性化グループ（担当 吉田）

電話：029-301-4264 
昨年度の研修会の様子（左から現地調査、対策検討のワークショップ、検討した対策の発表） 



集落環境診断指導者養成研修
講師：株式会社うぃるこ（野生鳥獣害コンサルティング会社）

現地研修で診断手法を学びます

午前：集落環境診断の意義と進め方（座学）

現地調査・集落点検（実習）

午後：点検結果の地図化と課題整理（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ）

【開催場所】 笠間市片庭地区

第１回

第２回

令和４年

１０月２５日
９：００～１６：００

集落環境診断手法の紹介

第１回で学んだ内容を現地で実践し

診断手法を習得します

午前：現地調査・集落環境診断（実習）

午後：課題整理、対策検討・改善（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ）

【開催場所】 笠間市泉地区
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令和４年度 新規講座

※内容・会場等変更になる可能性があります。

集落環境診断の実践

《集落環境診断の流れ》

集落内の鳥獣に狙われるポイントを調べ、対策を
住民参加型ワークショップで話し合います

地域ぐるみの鳥獣対策戦略づくりを指導できる人材を育成します！

※ 集落環境診断とは・・・住民・行政・専門家で話し合いながら、対策方法を検討・実践する取組

令和４年

１０月３日
９：００～１６：００

【お問い合わせ先】株式会社うぃるこ（今村、恩田、松永） E-mail ：ibaraki2022@wilco.company

TEL：0258-86-0880 受付時間：9:00～17:30（土日祝日を除く）

【主催】：茨城県農林水産部農地局農村計画課農村活性化G TEL:029-301-4264


